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本時の目標：ウィーン体制下のヨーロッパについて理解しよう。 

イギリスの自由主義的改革 

（１）選挙制度 

  ① 第一回１            （1832年）・・・ホイッグ党内閣が実施 

    内容：有権者の激減した２        を廃止⇒新興の商工業都市や人口の多い州に配分 

 

 

    産業資本家などに選挙権、ただし３         階級はその後も政治的指導力も保持 

  ② ４            運動・・・民主的な選挙制度を求める労働者による政治運動 

    ⇒男性普通選挙、議員の財産資格廃止など６か条の５         を掲げる。 

（２）６         政策・・・産業資本家の利益を実現 

  ① ７          の中国貿易独占権廃止を実施（1834年） 

  ② 穀物法の廃止（1846年）・・・８       ・ブライトらの反穀物法同盟の運動 

 

 

 

 

●1815 年になると穀物がイギリスに流入してくるようになったことから、この法律が制定された。 

なぜ、このような法律が制定されたかナポレオンとナポレオンの制定した法律に着目して考えよう。 

 

 

 

 

  ③ 航海法の廃止（1849年）⇒自由貿易の完成 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地主を擁護するために、擁護するために、1815年に制定された法律。イギリスは農業に適した土地ではないので、農

産物は、外国産の方が安くて美味しいとされていた。そこで、輸入に頼ると、農地の所有者である地主が儲からない。

そこで、農産物の輸入に高い関税をかけて外国のものが売れにくいようにしていた。 

 



ＮＯ９ 

アフリカのイスラーム化 

（１）ナイル川上流地域・・・イスラーム化以前の王国 

 ① ６         ・・・前 8世紀エジプト王朝を滅ぼす⇒アッシリア侵入（前 667 年）でナイル川上流へ後退 

    ７            に都をおいた時代：製鉄・商業で繁栄、８          文字使用 

    ⇒４世紀、エチオピアの９          王国により、滅亡 

（２）西アフリカ諸王国 

 ① １０         王国 金を豊富に産出・・・ムスリム商人の１１        と交換 

                  １２            朝の攻撃（1066/1077）による衰退⇒イスラーム化促進 

 ② 13～16 世紀に興亡した王国・・・支配階級：イスラーム教徒 

     １３         王国・・・「黄金の国」の呼称：マンサ＝ムーサ王 

     １４         王国・・・西アフリカの隊商都市の大半を支配⇒北アフリカとの交易で繁栄 

 ③ 交易都市１５                 の繁栄・・・内陸アフリカのイスラーム学問の中心地 

（３）アフリカ東岸地域の海港・・・モガデシュを境に南北で 

                    異なる。 

 ① 以北・・・アラビア・イランとの交易 

    以南・・・１６         ・モンバサ・ザンジバル 

         キルワなどの海港都市 

    10 世紀以降、ムスリム商人のインド洋交易の拠点 

     ⇒共通語１７         語 

 ② ザンベジ川の南・・・１１世紀頃～１８        王国 

                ⇒インド洋交易で繁栄 

  インド洋交易・・・ 輸出：金・象牙 

             輸入：綿布  ⇒繁栄を物語る遺跡 

                     ・・・１９             

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

○感想と疑問点を記述してください。 

 

ギリシア独立と東方問題 

１５ｃ～  １         の支配下に入る。タペストリーｐ３４ 

１９ｃ～  独立運動を展開 

１８２１年  ２          戦争が勃発（１８２９年まで） 

１８２２年 １          からの独立を宣言 

（１）構造 

オスマン帝国      ギリシア フランス 

           ロシア  イギリス  ・・・各国による支援 

（２）支援した理由（ロシア）・・・ロシアは６        が欲しかった。 

⇒今後ロシアの南下政策が、国家間の対立を生む。 

（３）結果・・・ギリシア側の勝利 

１８２９年   ７        条約  

オスマン帝国はギリシアの独立承認 

ロシアが黒海北岸を獲得 

１８３０年 ８        独立が国際的に承認される。 

（４）９          戦争（1831年～33年、39年～40年）・・・エジプトがシリア要求 

   ロシア・・・不凍港獲得と１０             両海峡の自由通行権獲得を期待 

   イギリス・・・東地中海の支配権確保のため、ロシア・フランスを警戒 

          1840 年のロンドン条約で両海峡の軍艦通過禁止を認めさせる。 

         ⇒オスマン帝国内各地の自立化の広がりと、列強の動きはやまず。 

目標の達成度を５段階で評価しよう。    １―――２―――３―――４―――５ 

〇本時の感想と疑問点を記述してください。 

 

 

 

・ロシアの東方進出に、危機感 

・ヨーロッパのルーツとされたギリシア

に同胞意識を持った。 
ＶＳ 


